
「こどもまんなか社会」における
こども・若者の社会参画について



（こども家庭庁HP、大臣メッセージより）
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こども家庭庁のスローガンは「こどもまんなか」。わたしたちはみなさん

一人ひとりの意見を聴いてその声をまんなかに置きアクションしていきます。

そしてみなさんにとって最もよいことは何かを考えて、政策に反映していきます。

みなさんや子育てしている人たちの困っていることに向き合い、

いざというときに守るための仕組みをつくっていきます。

こども・若者がぶつかるさまざまな課題を解決し、大人が中心になってつくって

きた社会を「こどもまんなか」社会へとつくり変えていくための司令塔、

それがこども家庭庁です。     

「こどもまんなか社会」の実現に向けて

（こども家庭庁HP、こども・若者のみなさんへのメッセージより）



※こども基本法パンフレットより抜粋

Q. 「こども」とは、何歳までのことですか？

こども基本法では、

18歳や20歳といった年齢で必要なサポートがとぎれ

ないよう、心と身体の発達の過程にある人を 
「こども」 としています。

こどもや若者のみなさんのそれぞれの状況に応じて、

社会で幸せに暮らしていけるよう、支えていきます。

A.
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（こども家庭庁HP、大臣メッセージより）
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「こども・若者の意見を聴くこと」を大切に

（こども家庭庁HP、こども・若者のみなさんへのメッセージより）

すべてのこどもや若者が、健やかに成長でき、将来にわたって幸せに生活できる

「こどもまんなか社会」をつくっていくために、こども家庭庁は、

⚫ こどもや若者のみなさんが生まれながらに持っている権利をたいせつにしながら、

みなさんの今とこれからにとって最もよいことを行っていくこと

⚫ こどもや若者の皆さんの意見を聴きながら、一緒に進めていくこと

⚫ 大人として自分らしく生活を送ることができるようになるまで、ずっと、しっかり

支えていくこと

などを大事にしています。

何よりも大切にするのは、みなさんの意見です。こどもや若者のみなさんの意見を聴いて、

その声を大切にして、こどもや若者のみなさんにとって最もよいことは何かを考えて、

それを取組に反映し、大人が中心になってつくってきたこの社会を、「こどもまんなか社会」

へとつくり変えていきます。



「こどもまんなか」は、
誰かがはじっこ、ということではなく、

こどもと大人が、いっしょになって社会をつくっていこう、ということ

こどもは、共創のパートナー

こどもの声を聴き、

こどもの最善の利益を

考えていこう

こどものまわりの

おとなたちが

手をつないでいこう
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こどもは権利の主体！

すべてのこどもは生まれながらに権利をもっています。

こどもの権利は、こどもが幸せに健やかに成長していくために必要なものです。

こどもの権利は、「子どもの権利条約（児童の権利に関する条約）」に書かれています。こどもの権利条約は、世界中どこで生まれても、

こどもが生まれながらにもっている権利を定めた条約です。1989年に国連で採択され、日本を含む196の国が守ることを約束しています。



こども基本法等を踏まえ、各府省庁やこども家庭庁が、

こども・若者の意見を聴き、政策に反映するための仕組み。

政策に対して意見を伝えて、政策を

決めるプロセス（過程）に主体的に

参画する機会・場を得られる。

こども・若者の意見を広く聴いて、制
度や政策に反映し、より良くできる。

こども・若者の意見を聴くことの
大切さについての理解がひろがる。

こども
若者

小学１年生～２０代ならいつでもだれでも登録（＝ぷらすメンバー）
登録人数：約4500人（R7.3現在） フィードバック

聴いた意見をどう反
映したか、反映しな
かった場合はどうし
てか、こどもや若者に
フィードバック

政府 社会

こども・若者から聴いた
意見について検討し、
政策等へ反映できるも
のは反映する。

事業の目的・狙い

事業の仕組み

参加

意見を聴きたい省庁からのテーマ／ぷらすメンバーからのテーマ

アンケート対面 オンライン チャット 様々な方法で実施

こどもや若者の意見表明
のサポートのため、
・事前の情報提供
・ファシリテーターによる
進行 等を実施

いけんひろば（意見を伝える機会）意見聴取

こども・若者の活動や生活の場に出向いて意見を聴く

例：児童養護施設、フリースクール、児童館、子ども食堂

意見反映

こども若者★
いけんぷらすの
運営には、
ぷらすメンバー
の有志も参画。
（みんなのパート
ナーぽんぱー）
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こども若者★いけんぷらす（こども・若者意見反映推進事業）

令和６年度実績：２2テーマ、延べ約1,900人から意見聴取（アンケート回答件数含む）



みんなで地域で「育ち」を支援
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（R５年12月閣議決定）

・こどもの多様な居場所づくりについて、全ての関係者が共有すべき理念を整理

・居場所と居場所づくりの違い（ギャップあり）

・居場所づくり推進の4つの視点を整理

①「ふやす」～多様なこどもの居場所がつくられる

②「つなぐ」～こどもが居場所につながる

③「みがく」～こどもにとって、より良い居場所となる

④「ふりかえる」～こどもの居場所づくりを検証する

こどもの居場所づくりに関する指針



【参考】1－1【仏生山こどもらぼ】香川大学 佛生山らぼプロジェクト（香川県高松
市）

仏生山こどもらぼの主な取組は、大学生と地域住民が協力して、こどもたちに多様な体験の機会を
提供し、地域の世代間交流を図ることです。主体性を育むため、活動内容についてこどもたちの意見
を積極的に取り入れ、計画の流れから大きく外れない程度で反映できるよう工夫しています。

今後も、こどもたちとともに学び合い、成長し合える活動を続けていきます。



【参考】1－2 こどもまんなか おとな食堂プロジェクト（香川県高松市）

前述の香川大学のメンバーがさらに地域へ。
地域住民、若者・学生、こどもに関わる多職種の人たちがこども食堂やこどもの現状について語り
合う円卓会議と、得意や興味(アセット)を出し合いながら生み出すこども食堂の実践を繰り返し、
新しいこどもまんなかのコミュニティづくりが進んでいます。
こどもが接着剤となり、多世代をつなぎ、関わりを通してひとつになり、みんなが包みこまれるような
コミュニティとして育っていることを感じています。



ユースセンターまぁぶるは、学校でも家庭でもない、10代のまちかどサードプレイスです。そして、ここ
は10代が自分たちで創っていく秘密基地。室内デザインも、改修・補修作業も全てこどもたちが行
います。 「誰かの兄弟、誰かのこども、ではなく一人の人間として認めてもらえることが嬉しい。」そう

言った中学生がいます。ここは、こどもたちが「自分を創っていく」場所。こどもたちが昨日よりちょっと
いい今日を送れるよう、今日も活動しています。
・中高生によるこども食堂「まぁぶるKitchen」 ・10代が経営する駄菓子屋「ときドキ」
・高校生による小学生の学習支援「真庭学習会」など。

【参考】2 manabo-de  ユースセンター「まぁぶる」 （岡山県真庭市）



高校生による「ナンバーレスプレイス」な居場所づくり活動。
地域の大人や大学生を巻き込んだ高校生主催の対話会を開き企画を考案。
経済格差から生じる「体験格差」を埋めるために、地域の事業所や行政からの支援を受け、
こどもたちの参加費は無料に。
こどももおとなもみんなが同じフィールドで楽しめる居場所づくりを実践している。
（マイプロジェクト全国大会優秀賞受賞）

【参考】３ 地域の課題に向き合った高校生自身による居場所づくりの例
宮崎県立都城商業高校 共創ウェルビーイング部「のくにラボ」



【参考】４ 番町SJEマルシェ(一般社団法人HAKKEN)

ある大学生の「障がいがある人という認識が「〇〇君」になった途端、新しい関係性が生まれる！」
という気づきから発展してきた活動。
SJE(sustainable Job experienceの略)は、だれでも気軽に遊びに来るマルシェという空間で、

知的障がいのある人たちが様々な仕事体験をしています。知的障がいのある人は、「仕事とはなん
だろう？」「自分の得意、不得意はなんだろう？」と、体験を通してキヅキ、自分たちの可能性を探る
場所になります。出店企業の方、バディボランティアの方、地域の方々には、
多様性を自然に触れ合いながら学ぶ場所になります。
また、企業の方々にはサンプリングx社員研修の場所としても活用されています。



【参考】５ 「ユースのアクションサミット2025」 8/8開催

全国で活動しているユース世代のサポーター６団体にこども家庭庁に集まっていただき、活動内容を発表。
「地域におけるわたしたちのチャレンジ」をテーマに、活動への思いや課題感などについて意見交換を行う。
ユース世代の社会参画を後押し。

参加団体 ・とみやっこプレーパーク（宮城県富谷市）・虹の鳥（とやま社会的処方プロジェクト）富山県富山市
・るりあるく（群馬県前橋市）・シンガーソングライター大祈（長野県軽井沢町）
・アース・ガーディアンズ・ジャパン（大阪府、三重県菰野町ほか）
・NEW STEP実行委員会（熊本県菊池市、熊本市）



こども・子育て応援MAP
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こども政策の全体像 ～少子化の歯止めをかける対策と今を生きるこどもたちへの支援～

こども・子育て施策少子化対策

状況

背
景
・

要
因

少子化傾向に歯止めがかかっていない こども・子育て家庭を取り巻く環境が厳しい

若い世代の
所得・雇用

ライフプランの
多様化、結婚
観等の変化

子育てしづらい社会環境・意識・雰囲気
仕事と子育て「両立コース」の増加、難しさ

若い世代の

所得向上

（賃上げ等）

若い世代の将

来設計の選択

肢の最大化

•結婚支援

•ライフデザイン支援

•プレコンセプショ

ンケアの推進

•卵子凍結の知見

収集や知識普及

等の環境整備

若者や女性にも選ばれる地方づくり、
子育てとの両立を可能とする更なる働き方・職場環境改革、

こどもにやさしい企業の評価指標・見える化

検
証
・

見
直
し

いじめ、不登校対策

ひとり親家庭の就労支援

地域で官民が連携したこ
どもケアの推進

発達に特性あるこどもの
調査研究・支援

青年期の若者への支援 等

若者社会参画・社会の気運醸成・こどもの権利

孤独な子育て・地域のつながり希
薄化・困難に直面するこども・家庭

加速化プラン
（R６～R10年度完了（集中取組期間：R６～R８年度））

•多様な支援ニーズへの対応
（貧困、虐待、障害児、医療的ケア児）

•共働き・共育ての推進 等

•児童手当の拡充
•妊娠期からの相談支援
•こども誰でも通園制度
•保育・幼児教育の質の向上

こども未来戦略

対応

出生率↓（R５：1.20→R６：1.15）
出生数↓（R５：727,288人→R６：686,061人）
婚姻数↑（R５：474,741組→R６：485,063組）

・自殺者数↑（R6：529人）／不登校↑ （R5：約34万人） 
・いじめ重大事態↑ （R5：1,306件） 
・児童虐待↑ （R5：約22.5万件）  
・「こどもの世話や看病について頼れる人がいる」83.1%

1

子育ての経済的・身体的・精神的負担

出生率・希望出生率
・婚姻数 等

こどものウェルビーイング指標 等
（例：身体的健康（1位/41か国）・精神的幸福度（32位/36か国）（ユニセフ調査）、

こども大綱「別紙２」中のこどもの状況等に係る客観指標等）

客観的な定量目標（ＫＰＩ・参考指標）を設定し、ＰＤＣＡを推進 ⇒ ワイズスペンディングを徹底



こども家庭庁予算（令和７年度当初予算）

こども家庭庁の予算は、子育て家庭への経済的支援や育休時の手取り確保、全国の

保育所等の運営、障害や虐待など困難に直面するこどもの支援等に充てられていま

す

予算の９８％は、子育て家庭へ直接お届けする児童手当や、保育所や児童相談所な

ど子育てを支援する活動のために使われています。



こどもたちの健やかな育ち
（ウェルビーイング）

健やかな育ちの支援を充実していくために
～若者から高齢者、企業も含めて、みんなで支える子育て支援～

子ども・子育て支援金

日本社会の支え手

社会・経済活動の担い手
（働き手、生活者・消費者）

（支援金による給付拡充等）

・児童手当の拡充
（所得制限の撤廃、高校生年代まで支給期間延長、第３子以降は月３万円）

・妊婦のための支援給付
（妊娠届出時に５万円、妊娠後期以降にこどもの数×５万円を給付）

・出生後休業支援給付
（両親ともに育休取得した場合最大28日間、既存の育児休業給付と合わせて
手取り10割相当を支給）

・育児時短就業給付
（こどもが２歳未満の期間に時短勤務を選択した場合、賃金の原則10％を
支給）

・こども誰でも通園制度
（保育所等に通っていない３歳未満のこどもが時間単位等で通園可能に）

・育児期間中の国民年金保険料免除
（自営業・フリーランス等の国民年金第1号被保険者の方の年金保険料を最大１年間
免除）

こどもたちの健やかな成長を支えるため
に使われるのが支援金です。若者から高
齢の方、企業のみなさんも含め、みんな
で支える取り組みです。

医療・年金・介護など
社会保障の支え手

加速化プラン
（少子化対策、こども子育て支援）

こどもたちが生まれ、育まれ、健やかに成長 おとなになり、この社会の支え手に

全世代・
全経済主体

みんなで支える
若者から高齢者まで

企業・事業主



こども連れで不便、理解や配慮が欲しいと感じる場面について、

「働いているとき」や「公共交通の利用時」など様々な場面で感じている

こどもと一緒にいるときに不便を感じたり、理解や配慮が欲しかった場面（全4,455件）

＊出典 こども家庭庁：こども・子育てにやさしい社会づくりのためのニーズ調査2023 https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka

21.9%

21.5%

12.2%
8.9%

7.7%

4.4%

1.7%

21.7%

働いているとき

公共交通機関を使ったとき

スーパーやショッピングモール、お店に行ったとき

市役所や銀行、病院などに行ったとき

公園で遊んでいたときや町を歩いたとき

レストランやカフェに行ったとき

遊園地やレジャー施設、博物館などに行ったとき

その他
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こども・子育てにやさしい社会 を実感できるように

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-m
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka


22.4%

21.2%

11.9%
9.9%

34.7%

こどもやこども連れ、ベビーカーでも

移動しやすく使いやすい施設や設備

こどもやこども連れに対する周りの方の

寛容な姿勢やちょっとしたサポート

こどもやこども連れの様々なニーズに

応じたきめ細かなサービス

こどもやこども連れの

優先対応のルールや呼びかけ

その他

周りから欲しかった理解や配慮の内容（全4,215件）

＊出典 こども家庭庁：こども・子育てにやさしい社会づくりのためのニーズ調査2023 https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka
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こども・子育てにやさしい社会を 実感できるように

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-m
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-mannaka


参加方法
「こどもまんなか」

「こどもまんなか応援サポーター」へ参加しませんか？

１ こどもまんなかの趣旨に賛同する。

２ サポーターご自身が考える「こどもまんなか」なアクションを実行する。

例：こども会議でこどもの意見をきいて、地域のお祭りの内容に反映させた
トイレの行列など、子連れに順番ゆずっている
育休をとりやすい社内の雰囲気づくりをすすめている
こども食堂を手伝っている 等

３ ご自身・団体のアクションを「＃こどもまんなかやってみた」をつけてSNS等で発信する。

※ 応援サポーターのみなさんには、「こどもまんなかマーク」の活用が可能に。

（詳しくは、 「こどもまんなかアクション」で検索！）

こどもや若者の意見を聴き、その意見を尊重し、
こどもや若者にとってよいことは何かを考え、
自分ができるアクションを実践していきます。
どんなこどものことも考えていきます。
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こども・子育てを応援する人をふやしていきたい！ こどもまんなかアクション



広がっています！こどもまんなか応援サポーター
3９道府県 ３３４市区町村含む 企業・団体・個人の参加２915に拡大中 ※５月７日現在

岐阜県理学療法士会こども福祉部

豊中市

＃こどもまんなかやってみた

熊本県とくまモン

はるむの家＠中城村
高校生が教える無料学習塾
NEW STEP

日本生命

ユニ・チャーム

長浜こどもまんなか

滋賀県
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江崎グリコ

こども・子育てを応援する人をふやしていきたい！ こどもまんなかアクション
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https://kodomo-gov.note.jp/

◆こども家庭庁公式
「こどもの声を集めたい！」など、発信中。

はじめました。



令和5年から始まり、

今までに全国3５地域で開催してきました。

今年度、沖縄県は３番目の開催で、

富山県にバトンをつなぎます

「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウムin富山

開催日：8月23日（土）

内容：

こども家庭庁基調講演（こども家庭庁とこどもの権利について）

こどもの意見聴取「ぼく・わたしの主張」

「こどもまんなかアクション」リレーシンポジウム
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